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ブ リルアン散乱によるKH｡(SeO3)2のセン トラルピークの研究

田 中 弘 和

構造相転移する結晶においてセントラルピークを研究するために,中性子,光などの非

弾性散乱の実験が活発に行なわれている｡セントラルピーク(CP),すなわち･-エネル

ギーシフトゼロに中心を持ち,転移点近 くで著るしくその散乱強度を増す ピーク-は,

1971年 SrTiOaについて発見され,何か新 しい "セントラルモー ド〝による散乱であ

るのか否かが問題となっている(.1)我々はこれに答えるために光学的に良質な単結晶を
作成 し,KH3(SeO3)2では,as-grown結晶に現われたCP(図 1)は,結晶が転移点

(- 61･4uC )近 くに長 くおかれると殆んど消失してしまうことを兄い出した｡これは

完全に近い結晶ではCPが存在しない場合 もあることを示 した最初の実験例である｡

(図2,3) 一方この物質は重水素 (∩)置換によって転換点が上昇する強いisotope

shirtがあることが知られてお り,水素結合を形成するprotonの運動が音響型 ソフトフォ

ノンと強く結合 していて,その強弾性相転移

に重要な役割を果していると考えられている｡

我々は現在この点に注目し,1)置換率の異な

るいくつかの単結晶を作成 し, CPにどのよ

うなアイソトープ効果があるか調べている｡

一連の実験は900ブリ/レアン散乱で光源は
〇 十

4880AのArレーザー(縦シングルモー ド,

20mW),分光器はFSR36.10GHz分解

能 400MHzの圧力掃引型ファブリベロ干渉

計である｡ 図4に示すようにD置換された結晶

((a)は転移点 T1,-28･9oC (b)はTlr-
23.8oC), 及び仕込み量として5%D置換

された結晶において,CPの再現性は良く,

CP散乱光の偏 りはソフトモー ド(yz-shear)
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ThecentralpeakofKH3(SeO3)2. Eachspectrumisplot-
tedon-lineonachartoftheXYplotterafterassimple
dynamicaverageonacomputer.(a)TheBrillouinspectra
associatedwiththesoftacousticmodex4 0bservedwith
theas-grownsample.(b)Thespectraobservedafterkeep-
ingthesamplebelow-300cforabout24h.

図2

による散乱光と同様に入射光の偏 りとは900異なっている｡図5にソフトフォノンによ

る散乱 (Brillouin線 )と CP(Rayleigh 線 )の相対強度の温度変化がD置換によってど

のように変わるかを測定した結果を示す｡ (ソフトモー ドに対するアイソトープ効果は

図 6に示す｡ ) 以上の結果からこの物質において,protonとdeuteronは互いに水素結

合系におけるmino,はアイソトープとしてimpurity,あるいはdefectの役割を果 し(,2)

ソフトモー ドと強く結合することによってCPを生じさせているように思われる｡しか

しながら現在のところCPの幅の温度変化が測定されておらずサンプル数が少ないので

まだ確定的なことは言えない｡
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The Brillouin spectra ofKH3(SeO3)2 0bserved after
repeatedmeasurements.
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図 4
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図6 AT=T-Tt,
KH,(SeO,)2(Ttr--61.40C)とKD3(SeO3)2(Ttr-28.9oC)

のソフ トモー ドの比較 Aリは yzshearwave(ソフ トモー

ド)によるブ リルマンシフ トであ り(Aリ)2∝C44の関係
がある｡
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